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■問い合わせ先／文化課文化財係　☎21・1951 特 集

歴史

伝統を
守り続ける
文化財の
警固祭り

　尾張と西三河の農村部では、馬の背に標具と呼ばれる札や御幣を載せ、首や胴部も豪華な馬具で飾って、
氏神や近隣の社寺へ奉納する献馬の習わしが古くから行われてきました。このような献馬の習わしは、
「馬の塔（オマント）」とも呼ばれ、豊作に感謝する秋の祭礼として行われるものです。中には、献馬を警護
する鉄砲隊や棒の手隊などが加わり、隊列をなす「警固祭り」が今日まで残されている地区も瀬戸市にはみ
られます。
　「献馬」や「警固祭り」がいつ頃から始められたかは定かではありませんが、いくつかの記録や伝承から、
戦国時代から江戸時代にかけて今日のような祭りのかたちが作られてきたと考えられています。
　豊年が見込まれる年などには、三河の猿投神社などの秋の例大祭に、周囲の各村に対して飾り馬を奉納
するように呼びかけがあり、瀬戸市南半（山口、菱野、本地、美濃池、今村、赤津、瀬戸）から尾張旭市の一部
（狩宿、井田、瀬戸川）の１０か村からは、山口村がとりまとめ役となった「山口合宿」と呼ばれる献馬の一団を
組織し、大規模な隊列で飾り馬の奉納をしていました。
　また、明治期以降には、今日の幡山地区ほか複数の村々を含む区域の郷社である山口八幡社に、区域内
の各村が献馬をする「郷社祭り」も行われていました。祭礼で飾り馬を出し、村の名を記した標具を載せるこ
とは、一つの独立した村としての名誉を示すものであり、各村の標具は個性豊かなものとなっています。
　祭りの仕切り役になれば、寝ていることができないほどの忙しさで、「郷社まつりは敵討ちのようなもの」
と言われるぐらい、各シマ※に祭りへの参加を頼みに行ってもなかなかうんと言わないものだったそうです。
　幡山地区では、現在も「菱野」「山口」「本地」がそれぞれ氏神の祭礼に飾り馬を奉納し、かつての「山口合
宿」「郷社祭り」のありようを今日に伝えています。
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だし
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　旧菱野村の氏神である菱野熊野社では、毎秋に例大祭が行われ、豊年など特別な年には「おでく」
と呼ばれる人形を載せた飾り馬を奉納する「菱野のおでく警固祭り」が行われます。今年は、3年ぶり
の披露となります。
　「おでく」は、天正１２（１５８４）年の小牧長久手の戦いの時、豊臣方武将の梶田甚五郎が、猿投神社
へ戦勝祈願に向かう途中、菱野の村人に誤って殺される事件があり、そのたたりを恐れ甚五郎を模し
た人形を馬に負わせて猿投神社に奉納したことに由来すると伝えられています。鉄砲隊を伴う警固
隊に守られた「おでく」は、地区に伝わる起倒流・検藤流ほかの棒の手とともに熊野社へ奉納されま
す。菱野熊野社に隣接した菱野郷倉には、同地に所在した東福寺（廃寺）に伝えられた鎌倉時代から
戦国時代に印刷された大般若経や、江戸時代以降の菱野村関連文書類の菱野郷倉文書が大切に保
管されています。

　この日は、菱野郷倉に大切に保管されている飾り馬の馬道具
や警固隊の衣装、菱野のおでくさんなどを倉庫から出し、湿気を
除き、カビや虫害を防ぐために風を通す虫干しが行われました。
　この虫干しは、菱野地域に代々引き継がれている行事で、地
域の方は「この時期になるとやらないかんという気持ちにな
る。」と言いながら作業をされていました。
　このような行事を通して、年配の方が若い方たちに代々伝わ
る道具の組み立て方などを伝授しながら、皆で助け合い、祭りの
準備が進めらていきます。
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文化財
　文化財には、形の有無から「有形文化財」「無形文化財」、文化財の性格から「民俗文化財」「記念物」「文化
的景観」「伝統的建造物群」といった種類があります。文化財の中で、特に重要なものは、国や県、市が指定・
選定を行って保護の対象としています。現在、市内には、１1件の国指定文化財、１０件の県指定文化財、５0
件の市指定文化財があります。
　「菱野のおでく警固祭り」と「山口の警固祭り」は市指定 無形民俗文化財に指定されています。

無形文化財とは…演劇、音楽、工芸技術などの形を伴わない文化財。
民俗文化財とは…衣食住、生業、信仰、年中行事などの風習・民俗芸能や、これらに用いる衣服、器具、家屋
　　　　　　　　などに関する文化財。

※「シマ」：村内の小地区のまとまりを表す単位。

▲山口の警固祭り

▲菱野のおでく警固祭り

菱野の菱野の
おでく警固祭りおでく警固祭り
菱野の
おでく警固祭り

７月24日  菱野郷倉虫干しが行われました

１０月１６日（日）
午前７時～午後４時１０分
献馬場所：菱野熊野社（東菱野町59－１）
※各町内を巡回し、午後１時５０分に菱野熊野社に到着予定。
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　旧山口村の氏神である山口八幡社では、毎秋、飾り馬が鉄砲隊を伴う警固隊に守られて地区内を
練り歩き、棒の手とともに奉納されます。山口の棒の手は、もともと起倒流が行われていましたが、そ
の後一旦途絶え、明治時代に長久手の北熊地区より技を習得し、再び行われるようになったと言われ
ています。警固隊が神社に着くと、境内で飾り馬を走らせ、鉄砲隊の発砲や棒の手の演技を行います。
　現在の山口の警固祭りは「九本の銀鷹の矢」を標具としており、武田信玄の武将である
山田信濃守にまつわる伝承からとされています。
　

　この日は、曳き馬を担当する山口地域の方が、長久手町の牧
場に出かけ、祭りの当日、実際に山口地域を歩く馬とふれあいま
した。
　地域の方は、「奉納」という言葉を略した「ホイサッ、ホイサッ」
と威勢の良いかけ声をかけながら、牧場周辺で馬曳きの練習を
行いました。大きな馬を見て「とてもやりがいのある馬だな。」と
話されているのが印象的でした。練習後、馬の体をやさしく洗っ
てあげると、馬はとても気持ち良さそうな顔をしていました。
　馬とのふれあいは、祭りの前に4、5回行い、馬に顔を覚えても
らいます。伝統を守り続けようとする若い方たちの活躍がとて
も頼もしく見えました。

きとうりゅう

山口の警固祭り山口の警固祭り山口の警固祭り

9月25日  馬とのふれあいが行われました

１０月１６日（日）
午前8時30分～午後3時頃
献馬場所：山口八幡社（八幡町3）
※各町内を巡回し、午後２時に山口八幡社に到着予定。

■問い合わせ先／文化課文化財係　☎21・1951特 集

だしぎんよう

やまだ しなののかみ

本地の警固祭り本地の警固祭り本地の警固祭り

だし

　旧本地村の氏神である本地八幡社には、毎秋、
鉄砲隊を伴う警固隊に守られた飾り馬が、起倒
流・検藤流の棒の手とともに奉納されます。
　本地の標具は札の形を金網で作り、左右両方
に柄杓を1本ずつ出すものです。

きとう

けんとうりゅうりゅう

１０月１６日（日）
午前8時30分～午後２時
献馬場所：本地八幡社（西本地町２丁目158）
※各町内を巡回し、正午に本地八幡社に到着予定。
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芸術・文化ガイド

・瀬戸蔵は、保守点検のため10月　24日（月）全館休館（駐車場も利用不可）します。瀬戸蔵　☎９７・１５５５
・文化センターは、保守点検のため11月8日（火）を臨時休館します。　　  文化センター　☎８４・１８１１

問い合わせ先／㈶瀬戸市文化振興財団 ☎84・1093

（財）瀬戸市文化振興財団主催公演
青島広志   コンサート

「青島広志のHAPPYNEW YEAR
　withブルー・アイランド楽団」

午後2時～（開場：午後1時30分～）時　間
文化センター 文化ホール場　所
全指定席　一般３,０００円（税込）
高校生以下１,０００円（税込）
※3歳以下のお子さんはご入場できません。

入場料

平成24年1/7（土）

プログラム
・シュトラウス：喜歌劇「こうもり」より“序曲”
・プッチーニ：歌劇「トゥーランドット」より“誰も寝てはならぬ”
・ハチャトゥリアン：バレエ音楽「仮面舞踏会」より“ワルツ”　他

●1回のお申し込みにつき１２枚まで。
●先着順で自動配券されますので、座席の指定はできません。
●先着順で受け付け、予定枚数に達し次第受付を終了します。
　受付終了後は１１月３日（祝）の一般発売でお買い求めください。

〈広報せと読者向け先行発売〉
【先行販売期間】
　10/23（日）午前10時～午後11時59分
〈購入方法〉
【チケットぴあ特電】☎0570・02・9511
（文化センター窓口での先行販売はありません。）
●お電話でのご予約後、セブン-イレブン、サークルK・サンクス
　またはチケットぴあ店舗での代金のお支払いとチケットの
　お引換えをしてください。
（予約有効期限は予約日＋３日となります。）

〈一般発売〉１１/３（祝）
【窓口販売】文化センター（午前８時３０分～）
　※電話予約はできません。
【チケットぴあ】☎０５７０・０２・９９９９
　（午前１０時～）Ｐコード１４９－４０４
　※お買い上げいただいた入場券は、公演中止以外
　　での交換・払戻はできません。

(C)FU.
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芸術・文化ガイド

☎97・１０01☎８４・１０９３

第４回
ガラスでコップをつくろう！

期　間　１０/２６（水）～３０（日）
　午前10時～午後５時
　（最終日は午後４時まで）
場　所　文化センター文化交流館
内　容　
　●絵画、写真、陶芸、押し花、
　　革工芸、人形、書道、文芸、
　　華道、盆栽などを展示。
　●期間中はクイズラリー、ふ
　　れあいコンサートを開催。
　●１０/２９（土）・３０（日）はふれ
　　あい茶会も開催。
　※呈茶券前売（２５０円）は　
　　文化センターで販売。
　　当日券は３００円。
　●夏休みの文化体験講座に
　　参加した小中学生の作品
　　も展示。
入場料　無料

市文化協会展示部門による
「家族」をテーマにした展覧会を
開催します。

美術展大賞、市長賞など入
賞・入選作品を展示します。
期　間　10/19（水）～23（日）
　午前９時～午後５時
　（最終日は午後４時まで）
場　所　文化センター文化交流館
内　容　日本画・洋画・彫刻・
　陶芸・書道・写真・工芸美術
　を展示。
入場料　無料

第６４回瀬戸市美術展

２０１１瀬戸ふれあい芸術展

日　時　１１/１３(日)　
　午前１１時～午後１時
場　所　新世紀工芸館 
　工房棟２階 ガラス工房
対　象　中学生以上
定　員　８人
　（先着順・初めての方を優先）
参加費　１，６００円（当日払い）
申込方法　１０/１５（土）午前10時
　から、電話
　か展示棟
　受付でお
　申し込み
　ください。

新世紀工芸館 （財）瀬戸市文化振興財団 

プロフィール

青島 広志
（お話・指揮・ピアノほか）
作曲家としてのみなら
ず、ピアニスト・司会者・
イラストレーター・少女
漫画研究家など、マルチ
タレントとしても人気を
博し、近年は日本テレビ
「世界一受けたい授業」、
テレビ東京「たけしの誰
でもピカソ」、テレビ朝
日「題名のない音楽会」
などに頻繁に出演し大
きな話題となる。
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